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平
ひら

地
じ

番所跡
大洲市指定史跡（史跡）
個人所有

　平地番所跡は、現在の平野公民館近くに位置
し、かつて大洲藩と宇和島藩の境にあった番所
跡です。八幡浜街道沿いに、宇和島藩側の関所
として置かれたものです。
　番所とは、江戸時代に藩境の関所に置かれた
藩の施設で、役人の詰所となった建物です。交
通の要所に設置され、通行人や荷物の検査・税
の徴収などを行いました。
　現在の平野地区はもともと宇和島藩領ですが、
平地村と野田村が合併して平野村となり、明治
3２年に西宇和郡から喜多郡に編入され、現在の
大洲市域になります。隣接する大洲藩とは、大
火など非常の際に相互に助けあうなど、当時よ
り地域的なつながりが強かったと考えられます。

（昭和31年 9 月30日指定）

野　鳥

アオバト（緑鳩）
ハト目ハト科
全長　33㎝

　寒波が到来し、山々が雪に覆われるころに里山
で出合える、全身が緑色で腹部が黄色の美しいハ
トの仲間です。姿に似合わず鳴き声は独特で「ア
ーオー、オーアー」と赤ちゃんの泣き声にも聞こ
え、林の中で聞くと驚くことがあります。
　ひと昔前は、鎮守の森などには空が暗くなる
ほどの群れが舞い、積雪が多く餌の乏しいとき
には、真っ赤に熟れたタマミズキに、何十羽も
群れていましたが、現在はあまり見かけなくな
りました。これは、繁殖地の常緑照葉樹の減少
などが主な原因だといわれています。北アメリ
カ大陸に50億～100億羽も生息していながら、２0
世紀前半に絶滅してしまったリョコウバトのよ
うに、将来が気になる野鳥です。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

消
防
団
協
力
事
業
所
の
認
定
申
請
募
集
の
お
知
ら
せ

　

消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
を
受
け
、
社
会
貢
献
な
ど
を
行
っ
て
い
る
事
業

所
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
防
災
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
消

防
団
は
、
団
員
が
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
ま
た
近
年
の
産
業
構
造
や
就
業
構

造
の
変
化
に
よ
り
、
全
国
的
に
消
防
団

員
の
約
７
割
が
被
雇
用
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
消
防
団
員
確
保
や
活
性

化
を
図
る
た
め
に
は
、
被
雇
用
者
が
入

団
し
や
す
く
、
か
つ
職
場
で
団
員
と
し

て
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
て
、
職
場
の
消
防
団
活
動
に
対

す
る
一
層
の
理
解
と
協
力
が
必
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
消
防
庁
で
は
、「
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
制
度
」
に
よ
る
活
動
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
て
、
本
市
で

も
「
大
洲
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
実
施
要
綱
」
を
策
定
し
、
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

認
定
基
準

　

消
防
関
係
法
令
上
の
違
反
が
な
く
、

か
つ
次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
場
合

▽ 

従
業
員
が
消
防
団
に
相
当
数
入
団
し

て
い
る

▽ 

事
業
所
が
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に

つ
い
て
積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る

▽ 

災
害
時
な
ど
に
事
業
所
の
資
機
材
な

ど
を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
の
協

力
を
し
て
い
る

認
定
の
手
順

大
洲
市
へ
の
申
請
書
の
提
出

　

 ︵
申
請
書
様
式
は
、
危
機
管
理
課
に

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。︶

大
洲
市
に
よ
る
審
査

表
示
証
の
交
付

事
業
所
へ
の
表
示
証
の
掲
示

 

事
業
所
の
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
へ
認
定
事
業
所
で
あ
る
む
ね
記
載

　

事
業
所
の
皆
様
か
ら
の
申
請
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課
消
防
係

☎
㉔
１
７
４
２

表示証（見本）
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シリーズ
大洲市を守る消防団員の活動や取り組みを、シリーズでご紹介します。

地域を守るエキスパート　№5



★

★

おおずの女性 ～輝いて今～

冬
の
暮
ら
し
に
潜
む
危
険

　
　

消
費
者
事
故
に
注
意

　

今
回
は
、今
の
時
期
に
多
発
す
る「
消

費
者
事
故
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

【
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
ト
ラ
ブ
ル
】

　

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
に
給
油
後
、

タ
ン
ク
の
ふ
た
の
閉
め
方
が
不
完
全
だ

っ
た
た
め
に
灯
油
が
こ
ぼ
れ
、
ス
ト
ー

ブ
に
引
火
し
火
災
事
故
と
な
っ
た
。

︿
対
処
﹀
給
油
時
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
を

消
火
し
、
給
油
後
、
ふ
た
が
完
全
に
閉

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ー
ブ
の
上
で
乾
か
し
て
い
た
洗

濯
も
の
が
落
下
し
引
火
。

︿
対
処
﹀
必
ず
、
暖
房
器
具
か
ら
離
し

て
干
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
燃
え
や
す

い
タ
オ
ル
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
就
寝
し
、

一
酸
化
炭
素
中
毒
で
死
亡
。

︿
対
処
﹀
密
閉
さ
れ
た
空
間
で
使
用
す

る
と
、
酸
素
が
不
足
し
不
完
全
燃
焼
が

お
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
就
寝
時
に

は
必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
た
つ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
】

　

こ
た
つ
布
団
が
中
に
入
り
込
み
、
ヒ

ー
タ
ー
に
接
触
し
た
た
め
焦
げ
た
。

︿
対
処
﹀
こ
た
つ
布
団
な
ど
が
、
ヒ
ー

タ
ー
に
接
触
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
こ
た
つ
の
中
で
服
な
ど

を
温
め
る
と
、
引
火
す
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

【
加
熱
時
の
ト
ラ
ブ
ル
】

　

冷
た
い
牛
乳
を
電
子
レ
ン
ジ
で
温

め
、
取
り
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
突

然
中
身
が
噴
き
出
し
た
。

︿
対
処
﹀「
突と
っ

沸ぷ
つ

」
と
い
う
現
象
で
す
。

飲
み
物
や
と
ろ
み
の
あ
る
食
べ
物
な
ど

を
温
め
た
際
に
、
過
熱
状
態
と
な
り
、

そ
こ
へ
刺
激
︵
調
味
料
や
ス
プ
ー
ン
な

ど
の
投
入
︶
が
加
わ
る
こ
と
で
中
身
が

噴
き
出
し
ま
す
。
温
め
る
前
に
中
身
を

か
き
混
ぜ
、
温
め
す
ぎ
た
場
合
は
少
し

冷
ま
し
て
か
ら
取
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
コ
ン
ロ
で
み
そ
汁
な
ど
を
温

め
る
時
も
、
よ
く
混
ぜ
て
か
ら
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
９
０

【
相
談
受
付
時
間
】

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

︵
祝
日
除
く
月
～
金
曜
日
︶

リ
コ
ー
ル
情
報
も
確
認
を
。

（
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

えひめ男女共同参画フェスティバル2014に参加

　市内で男女共同参画の推進に努めている大洲市女
性団体連絡協議会のメンバーとおおず女性塾の塾生
が、愛媛県男女共同参画センターで開催された「え
ひめ男女共同参画フェスティバル２01４」に参加しま
した。
　このイベントは、11月２9日㈯・30日㈰の ２ 日間行
われ、ステージ発表や展示・販売・体験コーナーの
ほか、男女共同参画社会づくり推進イベント企画募
集事業に入選した ４ グループによる企画イベントな
どの催しがありました。
　30日の午後には、漫画家の里中満

ま ち こ

智子さんを講師
に招き、「自分らしく生きる～ヒロインの意志を描く
漫画家として～」と題した基調講演が行われました。
漫画の主人公や登場人物に込めたメッセージや、描
いている時の気持ちなどについて冗談を交えながら
話され、参加した多くのみなさんは時折大きくうな
ずきながら聞き入っていました。

えひめ男女共同参画フェスティバルとは

　「公益財団法人えひめ女性財団」主催の、県民
参画によるフェスティバル。男女共同参画への県
民意識の高揚、推進を図ることを目的としている。
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シリーズ大洲市消費生活センター通信



　高輝度青色発光ダイオードの製造方法を発明・開発
し、２01４年にノーベル物理学賞を受賞した中村修

しゅう

二
じ

さ
ん。今後、大洲市において、名誉市民の贈呈式と記念
講演も予定されています。今回は、中村修二さんに関
するクイズです。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※今月のクイズの答えは、広報大洲 3 月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　明治時代に大洲の中心産業は製糸業でした。当時
の人口約15,000人に対して、製糸業の仕事にかかわ
っていた人数は何人だったでしょう。

①　約1,000人（約 7 ％）
②　約２,000人（約13％）
③　約3,000人（約２0％）

解答…③
解説…およそ２0％もの人が関わっていたことにな
り、当時の一大産業だったことが分かります。その
働き手は、ほとんどが女性だったようです。
　大洲地方の生糸は、「伊予糸」
と呼ばれ日本一ともいわれて
いて、伊勢神宮の第61回式年
遷宮で使用されるほど高品質
だったそうです。

【今月のクイズ】
　ノーベル賞授賞式の後、マスコミからのイン
タビューで、コメントを求められた赤崎教授は

「大変緊張していました」、天野教授は「メダル
はとても重いです」とコメントしました。
　それでは、その時中村教授は、
なんとコメントされたでしょう
か。

①　メダルは、まさに金色です
②　メダルは、ただの金属です
③　メダルは、とても固いです

 

大
洲
藩
９
代
藩
主
加
藤
泰
候
は
、
宝ほ
う

暦れ
き

10
年
︵
１
７
６
０
︶
６
代
藩
主
加
藤

泰や
す

衑み
ち

の
４
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、

明め
い

和わ

６
年
︵
１
７
６
９
︶
兄
で
８
代
藩

主
の
泰や
す

行ゆ
き

の
急
死
に
よ
り
、
10
歳
で
家

督
を
相
続
し
ま
し
た
。

　

泰
候
の
藩
主
在
任
中
は
、
明
和
９
年

︵
１
７
７
２
︶、
江
戸
三
大
大
火
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
明
和
の
大
火
に
よ
っ
て

大
洲
藩
の
上
屋
敷
が
全
焼
し
た
ほ
か
、

天て
ん

明め
い

７
年
︵
１
７
８
７
︶
４
月
に
は
、

大
洲
で
１
１
５
軒
の
家
屋
が
流
さ
れ
る

未
曽
有
の
大
洪
水
が
発
生
す
る
な
ど
、

相
次
ぐ
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
方
で
勅ち
ょ
く

使し

下げ

向こ
う

供き
ょ
う

応お
う

役や
く

、

関
東
筋
な
ら
び
に
豆ず

州し
ゅ
う

川か
わ

々が
わ

御ご

普ふ

請し
ん

手
伝
い
な
ど
の
公
役
も
命
じ
ら
れ
ま
す
。

　

財
政
難
に
あ
っ
た
藩
で
は
、
こ
れ
ら

の
経
費
を
工
面
す
る
た
め
、
上
屋
敷
再

建
の
際
、
大
洲
城
中な
か

の
丸ま
る

屋
敷
を
解
体

し
て
江
戸
へ
回
送
し
再
建
の
材
料
と
し

た
ほ
か
、
家
臣
給
与
の
削
減
、
江
戸
屋

敷
詰
め
や
普
請
組
の
人
数
の
削
減
を
行

う
な
ど
経
費
節
減
に
努
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
製
紙
や
砥
部
焼
を
奨
励
し

藩
が
統
制
を
図
る
こ
と
で
藩
の
財
政
再

建
を
行
お
う
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
財
政
再
建
に
努
め
た
泰

候
で
す
が
、
財
政
面
だ
け
で
な
く
城
中

に
お
け
る
挨
拶
儀
礼
、
節
句
時
の
藩
主

へ
挨
拶
で
き
る
家
臣
の
範
囲
や
序
列
、

城
内
庶
務
の
規
定
、
服
制
な
ど
の
規
制

改
正
と
い
っ
た
諸
改
革
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
分
家
で
あ
る
新
谷
藩
に
対
し

て
も
、
本
家
と
分
家
間
に
お
け
る
家
臣

の
格
式
や
規
律
を
布
達
す
る
な
ど
、
行

政
・
財
政
に
わ
た
る
藩
政
改
革
を
行
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
天
明
７
年
７
月
、
藩
政
改

革
も
志
半
ば
に
し
て
江
戸
に
お
い
て
28

歳
で
没
し
ま
し
た
。
遺
骸
は
江
戸
海か
い

禅ぜ
ん

寺じ

に
葬
ら
れ
ま
す
が
、
遺
髪
が
大
洲
へ

運
ば
れ
如
法
寺
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　

墓
所
は
、
２
代
藩
主
加
藤
泰や
す

興お
き

の
墓

所
の
敷
地
内
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

加 

藤 

泰 

候
（
か
と
う
や
す
と
き
）

加藤泰候の墓所（如法寺）
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ロマンチックなイルミネーション
～豊茂イルミテヤ～

　豊茂地区の冬の風物詩「豊茂イルミテヤ」が、閉校
となった豊茂小学校の校舎を中心に、周辺の民家と一
体となって実施されました。
　来場した人たちは、甘酒や甘とろ豚汁などで体を温
めながら、ハンドベルの演奏やミニコンサートに耳を
傾け、光り輝く会場で幻想的なひとときを過ごしまし
た。

12月21日㈰

一筆ごとに思いを込めて
～第47回大洲市小中学生新春書き初め会～

　昔からある行事を大切にし、書写能力の向上を図る
ことを目的に、新春書き初め会が喜多小学校で開催さ
れました。
　今年は市内の小学 3 年生から中学 3 年生までの２30
人が参加し、各学年ごとの課題文字に取り組みまし
た。入賞者の中から選ばれた1２人には、今後広報大洲
の題字を飾ってもらいます。

元気で、笑顔で、完走
～第32回肱川健康マラソン大会～

　1２月の恒例行事となった肱川健康マラソン大会が
開催され、1４1人が参加しました。
　当日はとても寒い日でしたが、参加者のみなさんは
とても元気で、笑顔で楽しんでいました。
　地元のさわやかボランティアのみなさんから、豚汁
とおにぎりを提供していただき、心も体も温かくなり
ました。

12月14日㈰

１月６日㈫

心も体もポッカポカ
～七草がゆ歩こう会～

　今年で3４回目となる肱南自治会主催の七草がゆ歩
こう会が開かれ、約２50人が参加しました。穏やかな
天候のもと、市民会館を出発して地域内の神社を参拝
し、城山公園交流広場までの約 6 キロを歩きました。
　ゴールでは地元婦人会から七草がゆが振る舞われ、
参加者たちは「おいしい」と、何杯もおかわりをして
いました。

１月４日㈰

広報大洲 ２月号13
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　大洲市民の歌「歌詞」およびシンボルマーク、ロゴタイプ決定
　市町村合併10周年を記念して募集をしていました、大洲市民の歌「歌詞」（応募総数₈４点）およびシンボル
マーク（応募総数171点）、ロゴタイプ（応募総数₈7点）が決定しましたのでお知らせします。

ロゴタイプ シンボルマーク 大洲市民の歌「歌詞」
最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞

居
い

関
せき

　孝
たか

男
お

さん
（京都府京都市）

盛
もり

　　秀
ひで

雄
お

さん
（青森県青森市）

濱
はま

田
だ

　　毅
たけし

さん
（長　浜）

優　秀　賞 優　秀　賞

歌詞優秀賞

近藤たかよさん（北　只）
草野　敬

けい

一
いち

さん（長崎県長崎市）
小池　友

ゆう

基
き

さん（群馬県高崎市）
児島　　満

みつる

さん（宮崎県宮崎市）
齋藤　哲

てつ

哉
や

さん（北海道小樽市）
新田　憲

のり

明
あき

さん（香川県東かがわ市）
日高　美

よし

明
あき

さん（大阪府豊中市）
三
み

枝
えだ

　淳
じゅん

一
いち

さん（福岡県福岡市）
三
み

巻
まき

　靖
やす

子
こ

さん（新潟県三条市）
三巻　保

やす

征
ゆき

さん（新潟県三条市）
山﨑　哲

てつ

也
や

さん（福岡県北九州市）
銀
（ペンネーム）
や ん まさん（大阪府大阪市）

武智　哲
てつ

也
や

さん（松山市）
遠藤　克

かつ

也
や

さん（山形県山形市）
金
かな

津
づ

　　博
ひろし

さん（新潟県上越市）
児島　　満

みつる

さん（宮崎県宮崎市）
塩﨑　榮

えい

一
いち

さん（大阪府大阪市）
庄司　義

よし

行
ゆき

さん（三重県四日市市）
田代　　卓

たく

さん（東京都目黒区）
長谷川映

えい

路
じ

さん（愛知県春日井市）
松岡　光

みつ

雄
お

さん（新潟県新潟市）
三巻　靖

やす

子
こ

さん（新潟県三条市）
三巻　保

やす

征
ゆき

さん（新潟県三条市）
深川　重

しげ

一
かず

さん（大阪府和泉市）

門多　智
とも

輝
き

さん（菅田町菅田）
川元　歩

あゆ

己
み

さん（大　洲）
武田　倫

とも

実
み

さん（大　洲）
竹本　実

じつ

子
こ

さん（肱川町名荷谷）
眞木　文

あや

美
み

さん（田　口）
荒尾　洋

よう

一
いち

さん（宮崎県川南町）
大竹　敏

とし

雄
お

さん（石川県津幡町）
岡西　通

みち

雄
お

さん（東京都町田市）
工藤　律

りつ

夫
お

さん（北海道帯広市）
三上　博

ひろ

司
し

さん（大阪府大阪市）

「100年後僕らは…大洲より」

100年後僕らは
　生まれ変わるだろうか
もしも鳥になったら
　つばさ広げ思い出を巡ってみたい
100年後僕らは
　生まれ変わるだろうか
もしも魚になったら
　光はねる肱川を旅してみたい
この町に生まれて良かった
寄り添える人がいる
大洲が大好きです
　おなじ空の下
大洲が大好きです
　夢を胸に抱いて

100年後僕らは
　生まれ変わるだろうか
もしも蛍になったら
　恋の明かり思い切り点

とも

してみたい
100年後僕らは
　生まれ変わるだろうか
もしも風になったら
　君の笑顔もう一度探しに行くよ
移りゆく季節のほとりで
かみしめるこの命
大洲が大好きです
　おなじ道の上
大洲が大好きです
　胸に刻むメモリー

（※くりかえし）

シンボル・ロゴ組み合わせ例

⎫⎜⎜⎜⎭
※
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青
年
海
外
協
力
隊
員
表
敬
訪
問

　

青
年
海
外
協
力
隊
平
成
26
年
度
３
次

隊
の
一
員
と
し
て
、
大
洲
市
柚
木
出
身

の
藤
本
顕あ
き

允ま
さ

さ
ん
が
ア
フ
リ
カ
西
部
の

国
セ
ネ
ガ
ル
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

派
遣
期
間
は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら

29
年
１
月
ま
で
の
２
年
間
で
、
派
遣
先

の
セ
ネ
ガ
ル
で
は
、
主
に
フ
ァ
テ
ィ
ッ

ク
州
水
維
持
管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
給
水

施
設
の
設
置
お
よ
び
修
理
、
管
理
・
運

営
な
ど
を
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
24
日
㈬
に
市
役
所
を
訪
れ

た
藤
本
さ
ん
は
、
清
水
市
長
か
ら
「
日

本
の
文
化
や
考
え
方
な
ど
の
良
い
と
こ

ろ
を
発
信
し
、
現
地
で
は
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
今
回

の
派
遣
で
得
た
も
の
を
持
ち
帰
り
、
活

躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
。無
理
を
せ
ず
、

体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

藤
本
さ
ん
は
「
大
洲
市
か
ら
参
加
し

た
先
輩
の
話
を
聞
い
て
、
協
力
隊
に
興

味
と
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
今

は
フ
ラ
ン
ス
語
を
勉
強
中
で
、
現
地
の

言
葉
に
も
早
く
慣
れ
た
い
。
セ
ネ
ガ
ル

で
は
、
ま
ず
は
体
調
に
留
意
し
元
気
で

活
動
す
る
こ
と
が
目
標
。
活
動
期
間
の

２
年
間
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
安

全
な
水
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
抱
負
や
意
気
込
み
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

　昨年11月２3日㈰・２４日㈪に、青森県で開催され
た「第 5 回全国農業高校お米甲子園」に大洲農業
高等学校が出場しました。
　1２月1₈日㈭、生産科学科 ２ 年生の井上翔

しょう

吾
ご

さん、
上田拓

たく

海
み

さん、尾﨑洸
こう

太
た

さん、久保貴
たか

弘
ひろ

さん、宮
本雄

ゆう

さん、矢野一
かず

樹
き

さんが市役所を訪れ、報告会
が行われました。
　報告会では、「にこまる」と「媛

ひめ

育
いく

75号」の栽培
研究に取り組んだ目的や全国大会での手応え、参加
₈４校中上位２0校に選ばれたことが報告されました。

　愛媛県一おいしい米づくりを目指して
～第 5回全国農業高校お米甲子園～

　国立大洲青少年交流の家研修指導員の兵頭信
のぶ

子
こ

さんが、社会教育功労者表彰を受賞されました。
　兵頭さんは、平成 6 年からエアロビクスダンス
研修指導員として勤務されています。青少年交流
の家のエアロビクスは、集団宿泊研修プログラム
の中でも、大変人気があります。
　表彰を受けて兵頭さんは「踊ることが大好きで、
その楽しさを多くの人に伝えるためにやってきた
ことが認められてとてもうれしい。支えてもらっ
たみなさんに感謝し、これからも心と身体づくり
の手伝いをしたい」と述べられました。
　今回の表彰では、全国で11₈人が表彰されました。

　社会教育活動に貢献
～文部科学大臣社会教育功労者表彰～
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